
分かちあいの世界へ「采園家族」構想から学、Sギ

都市と農村との共生をテーマに、農あるライフスタイルや口合暮らし、

小貫雅男先生の
“
来園構想

"を
学び、これからの農業のあり方を考えます。

2 0 0 9年 3月 21日 (上)
一部 午 後 1時 受付 /午 後 1時 30分 開演

二部 午 後 3時 30分 ～ 午後 4時 30分

近江ノ＼幡市新佐衛Ftt F r  真崎ホール

参加費 一 者ド 無 料 二 部

第1 部

< ご あい さつ >

<講 演 〉 森 と' 胡

:青  自市

ところ

まちづ くリスヘー ス

代 表 西 村 喜 一 氏

を結、ド 「来園家族」

小貫 雅 男氏 (里

伊 藤 息 子 氏 (

「水 と風 と上 。そ して人 と」

凸研 究 庵 N o m o d 主宰 )
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メリカ) ～ 庇児島県川辺町』

☆権座 ・水郷 を守 り育てる会の活動

☆水基町夢の郷委 員会の活動

☆ まちづ くリスベー ス 「水 と風 と上 そ して人 と」

イベ ン ト関連企画

写真晨
( 3 月 中旬～ 4月 末常ま展示)

喫 茶 &工 房 萌黄  企 画

「琵琶湖の上流 ・永源寺から

母なる淡海までを葉 く
｀
」

< 交 流会 >

☆飲み物 とケーキでほ っとな`時間☆

小貫先生 ・伊 藤先生 を回んでテ ィー タイム

主
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後

講師紹介 :

小貫 雅男氏
1 9 3 5 年十国 内モンゴル( 1日満川1 )生まれ.京都大学大学院大学研先科修士課程修了t

大阪タト国語大学教授、滋賀県立大学人間夫化学部教授を経て、2 0 0 5 年同大学名誉教授.

現在、里h研 究店N o m o d 主宰。専門は、モンゴル近現1く史、と牧地域論、地域木来キt夫西冷戦の終烏という漱動期に、日本 モンコレ共「1の

ゴビ 逸牧地域研究プロジェクトを組織.進牧 民とともに四季を過ごすフィールトワークや唇 央学の祝点か' ,、自然と人間、家族と地域のあ1 )方を探求‐

その成果のもとに、日本独自の自然佑環型社 会をめさす「柔国家族Jとい'ライフスタイルを提唱。2 0 0 1 年から滋賀県 多賀町の鈴鹿凸ヤ 大ぞ午畑に、

調査の拠点として「里b研 究店N o m o d 」をF f F q き、構想を深めてぃる。

■主な者言

『モンゴル現代 史』( h川 出収社、1 9 9 3 年)『乗国家族物語―子供に伝える未来への夢―』(イチ様息子氏との共者、日本経済評論社、2 0 0 b 年)

『柔国家族2 1 - 分かちあいの世 界ヘー』(伊様息子氏との共者、コモンズ、2 0 0 8 年)

映像作品『四季 進枚― ツェルゲルの人 ?― 』(共同制作、大 日、1 9 9 8 年)

伊藤 息子 氏
1 9 7 1年攻阜県生まれ。

1 9 9 5年大阪タト国語大学モンゴル語学科卒業。

1 9 9 7年同大学大学院タト国語学研究科修士課程修了。

滋賀県立大学人間文化学部非常勤講師うを経て、現在里占研究をN o m o d研究員、大阪大学非常勤講師。

専門は、モンゴル逸牧地域論、日本の地域社会論。モンゴル ゴビ逸牧地域での建冬調査に参カロ。その記録映像作品『四季 進牧』を共同製作し、

上映活動を全国各地で展開。近江の農ぬ村を主なフィールドに、不安定社会を生きる若者世代の視点から、地域のあり方を裸っている。

催 有 ほ会社 レチェール ・ユゲ

催 ま ちづ くリスペース 「水と風 と土 。そして人 と」

援 権 座 ・水郷 を守 り育てる会 /水 基町夢の郷委員会 /N P O都 市型農業を考える会


